
茨木市立 中津小学校 茨木っ子グローイングアップ計画 

                                       平成２９年１０月作成 

  ３年間の計画          
 

 
 

 
目

標 
平成２９年度(２０１７年度) 平成３０年度(２０１８年度) 平成３１年度(２０１９年度) 

中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
保
幼
小
中
連
携 

連
携
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
活
用 

・連携カリキュラムの実践 
連携担当者会議の開催 

・「いきいきスクール」の開催 
・学校事務の共同実施 
・3校合同研修の開催 
・合同授業研の開催 
・3校の日曜(土曜)参観や研究授業の 

情報交換、各校からの参加 
・教材の交流 
・児童や生徒の交流 

・連携カリキュラムの検証改善 
・連携担当者会議の開催 
・「いきいきスクール」の開催 
・学校事務の共同実施 
・3校合同研修の開催 
・合同授業研の開催 
・3校の日曜(土曜)参観や研究授業の 
情報交換、各校からの参加 

・児童や生徒の交流 

・連携カリキュラムの総括 
・連携担当者会議の開催 
・「いきいきスクール」の開催 
・学校事務の共同実施 
・3校合同研修の開催 
・合同授業研の開催 
・3校の日曜(土曜)参観や研究授業の情

報交換、各校からの参加 
・児童や生徒の交流 

確
か
な
学
力
の
育
成 

確
か
な
学
力
を
つ
け
生
き
る
力
を
育
成
す
る 

・グローイングアップ3か年計画の 
立案、実践 

・個に応じた指導の推進 
（学力・支援との連携） 

・ステップアップタイムの見直し 
・授業ルール掲示物の活用方法の検討 
・外国語活動の先行実施に向けた 
モジュール授業の研究 

・ICTを活用した授業の実践 
・読書活動や授業研究を通じ、読解

力を育む教育の実践 

・グローイングアップの3か年計画の

実践、検証 
・個に応じた指導の実践・検証 

（学力・支援との連携） 
・外国語活動の先行実施によるモジュ

ール授業の実施、検証 
・ICTを活用した授業の実践 
・読書活動や授業研究を通じ、読解力

を育む教育の実践 
 

・グローイングアップ3か年計画の 
総括 

・個に応じた指導の実践、拡充 
（学力・支援との連携） 

・外国語活動の完全実施に向けた授業

研究、実施（モジュール授業も含む） 
・ICTを活用した授業の実践 
・読書活動や授業研究を通じ、読解力

を育む教育の実践 

豊
か
な
人
間
性
を
育
む 

人
権
教
育
を
通
じ
て
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、
人
権
を
尊
重
す
る
心
を
養
う 

・個に応じたインクルーシブ教育の 
研究、推進 

・発達段階に応じ、系統立てられた

人権学習の実践、検証 
・自尊感情、有用感を高める教育の

研究 
・全学年、平和学習を通じて戦争の

恐ろしさや悲惨さを学ぶ 
・集団づくり研修の実施 
・人権教育の研究推進のための校内

研修の実施 
・地域や家庭との連携の推進 
・道徳教育の研究と実践 
・読み聞かせや本に触れる時間を 
確保し、幅広い考え方や視野を 
広げる機会を持つ。 

・個に応じたインクルーシブ教育の 
実践、検証 

・発達段階に応じ、系統立てられた 
人権学習の実践、発展 

・自尊感情、有用感を高める教育の 
研究、実践、検証 

・全学年、平和学習を通じて戦争の 
恐ろしさや悲惨さを学ぶ 

・集団づくり研修の実施 
・人権教育の研究推進のための校内 
研修の実施 

・地域や家庭との連携の推進 
・道徳教育の実践と研究、検証 
・読み聞かせや本に触れる時間を確保

し、幅広い考え方や視野を広げる 
機会を持つ。 

・個に応じたインクルーシブ教育の 
修正・拡充 

・発達段階に応じ系統立てられた人権

学習の実践、継承、 
・自尊感情、有用感を高める教育の 
研究、拡充 

・全学年、平和学習を通じて戦争の 
恐ろしさや悲惨さを学ぶ 

・集団づくり研修の実施 
・人権教育の研究推進のための校内 
研修の実施 

・地域や家庭との連携の推進 
・道徳教育の推進 
・読み聞かせや本に触れる時間を確保

し、幅広い考え方や視野を広げる 
機会を持つ。 

健
康・
体
力
の
増
進 

運
動
に
親
し
む
心
を
育
て
る 

・体力向上プロジェクト研究授業の

実施と検証 
・茨木っ子運動の推進 
・年間計画による体育授業の実施と

検証 
・体力テストの活用 
・児童による行事の企画運営 
・食育の実施 

・体力向上プロジェクト研究授業を 
基盤とした授業の推進 

・茨木っ子運動の推進 
・年間計画による体育授業の実施と検

証 
・体力テストの活用 
・児童による行事の企画運営 
・食育の実施 
 

・体力向上プロジェクト研究授業を 
基盤とした授業の推進 

・茨木っ子運動の推進 
・年間計画による体育授業の実施と検

証 
・体力テストの活用 
・児童による行事の企画運営 
・食育の実施 

支 援 教 育 の 充 実 

１ 



 

  今年度の結果と取組みについて          
 
 
 

○●国語●○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国語Ａ 

（領域ごと） 

① 話すこと・聞くこと 

やや課題が残る結果であった 
 

② 書くこと 

概ね良好な結果であった 
 

③ 読むこと 

良好な結果であった 
 

④ 言語事項 

概ね良好な結果であった 
 

 
 
（問題形式） 

① 選択式 

概ね良好な結果であった 
 
② 短答式 

概ね良好な結果であった 
 

 
 

 
（無解答率） 

概ね良好な結果であった 
 
（その他） 

・正答率の高かった設問 

＊目的に応じて、文章の中から必要な情報を見付けて読む 

・正答率の低かった設問 

＊手紙の構成を理解し、後付けを書く 

・無解答率の高かった設問 

＊漢字を書く 

（１）全国学力・学習状況調査 

国語Ｂ 

（領域ごと） 

① 話すこと・聞くこと 

概ね良好な結果であった 
 
② 書くこと 

概ね良好な結果であった 
 
③ 読むこと 

概ね良好な結果であった 
 

 
 

 
 

 
（問題形式） 

① 選択式 

良好な結果であった 
 
② 短答式 

概ね良好な結果であった 
 
③ 記述式 

概ね良好な結果であった 
 
（無解答率） 

概ね良好な結果であった 
 
（その他） 

・正答率の高かった設問 

＊目的や意図に応じ、引用して書く 

・正答率の低かった設問 

 ＊物語を読み、具体的な叙述を基に理由を明確にして、

自分の考えをまとめる 

・無解答率の高かった設問 

 ＊物語を読み、具体的な叙述を基に理由を明確にして、 

自分の考えをまとめる 

分析 

・国語Ａの「読むこと」は良好。 

・国語Ａの「話すこと・聞くこと」では、情報量の多い長い文章の中から、正しい答えの根拠とな

る一文を見つけることが難しい。長文の読解力不足が影響している。 

・国語Ｂの「読むこと」は課題が見られる。 

・日常的に、自分の思いや考えを書く自由記述には慣れているが、国語Ｂでは、「記述式問題」に課

題がある。 

・国語ＡＢ共に、選択式問題は良好。 

・国語ＡＢ共に、根拠（意見や理由）を明確にして自分の考えをまとめることが課題である。 

２ 



○●算数●○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

算数Ａ 

（領域ごと） 

① 数と計算 

     概ね良好な結果であった 
 

② 量と測定 

     概ね良好な結果であった 
 

③ 図形 

     概ね良好な結果であった 
 

④ 数量関係 

     概ね良好な結果であった 
  
（問題形式） 

① 選択式 

     良好な結果であった 
 
② 短答式 

     概ね良好な結果であった 
 
 
 
 
（無解答率） 

     概ね良好な結果であった 
 
（その他） 

・正答率の高かった設問 

 ＊数量関係を数直線に表すことができる 

・正答率の低かった設問 

 ＊加法と乗法の混合した整数と小数の計算ができる 

・無解答率の高かった設問 

 ＊商を分数で表す 

算数Ｂ 

（領域ごと） 

① 数と計算 

     概ね良好な結果であった 
 
② 量と測定 

概ね良好な結果であった 
 
③ 図形 

    概ね良好な結果であった 
 
④ 数量関係 

    概ね良好な結果であった 
  
（問題形式） 

① 選択式 

概ね良好な結果であった 
 
② 短答式 

概ね良好な結果であった 
 
③ 記述式 

概ね良好な結果であった 
 
（無解答率） 

    概ね良好な結果であった 
 
（その他） 

・正答率の高かった設問 

 ＊示された条件を基に、適切な式をたてることができる 

・正答率の低かった設問 

 ＊仮の平均を用いた考えを解釈し、示された数値を基準

とした場面の平均の求め方を記述できる 

・無解答率の高かった設問 

 ＊問題に示された二つの数量の関係を一般化して捉え、 

そのきまりを記述できる 

分析 

・数量関係を数直線に表すことは良好である。 

・算数Ａでは、簡単な計算ミスが多い。 

・算数ＡＢ共に数量関係を問われる問題の理解度が低い。 

・答え方が選択式や短答式だとできるが、記述になると苦手である。 



○●経年比較●○ 
 

 

 
 
 

○●取組み●○ 
 

全体的な傾向についての分析 

・全国平均より上回っている。 

・徐々に上がってきていたが、全国平均に近づいてきて 

いる。 

学力高位層と学力低位層、エンパワー層について

の分析 
・学力高位層が減少してきている。 

・学力低位層が減少している。特に０～２０％未満のエン

パワー層が少ない。 

学力向上に関する取組み 
＜方針＞ 
・新学校教育目標「夢とできる喜びを分かち合い、瞳きらめく中津っ子」に設定 
・学力向上推進目標「確かな学力をつけ、生きる力を育成する」と年間計画の作成 
・校内研究推進体制づくり 
・支援を要する児童への支援内容の検討と実施  
・習熟度別少人数授業実施と個に応じた教育の充実（通級指導の実施や学習サポーター等の活用） 
・集中して静かに聞く力と集中して取り組む力の育成 
・書く力を高めるノート作りやノート評価の充実 
・自分の意見や考えの根拠、実験した結果と考察などを自分の文章でまとめる活動の増加 
・言語活動を大切にし、定着すべき基礎言語を獲得させる取組みの実施 
・課題のある子どもへの学習内容定着のための補習の充実（20分休み・昼休み・放課後・長期休業中） 
・家庭との連携を深め家庭学習（宿題）を徹底させる取組みの実施 
・基礎基本を確実に定着させ、学力低位層を減少させる 
・教職員の授業力向上（分かりやすく、学びたいと思わせる授業の実施） 
・学び合い、高め合える学級集団づくり 
・もっと学びたい、知りたいと思うような、学習意欲を高める授業づくり 
・聞き取った話の内容を文章でまとめたり、根拠を明らかにして自分の意見を文章にするなど、記述式学習の増加 
・計画を自分で立てて学ぶなどの学習機会の増加 

＜検証＞ 
・全国学力学習状況調査の分析とグローイングアップ３か年計画の修正補完 
・算数診断テストと漢字テストの実施、分析 
・学校教育自己診断実施と分析結果の共有 
・授業アンケートの集計 
・ノートのまとめ方の紹介と交流 
・漢字だけでなく、基礎言語定着を図る小テストの実施と分析（数学的用語） 

＜具体策＞ 
・毎週木曜朝のステップアップタイム（国・算）の取組みから、基礎学力の蓄積を進める 
・朝学習の内容は漢字練習に加えてミニ作文に取り組むなど、その内容を拡充していく 
・朝の読書タイムや休み時間の読書から興味と習慣化で読書量の拡充をめざす 
・基礎的内容の定着が図れるよう、授業内容や時間を工夫する（繰り返し計算等） 
・算数の応用力をさらに伸ばすため、問題解決学習と読解力の育成に努める 
・高位層の児童には別プリント等を用意し､意欲的に問題を解かせるなど工夫する 
・声を出す取組みを大切にし、国語力を育てていく 
・基礎基本の学習の徹底で、低位層の更なる引き上げを図る 
・学力に課題のある児童について、放課後指導や長期休暇中の学習支援を展開する 
・問題に向う時に、途中であきらめず最後まで粘り強く取り組むよう声かけをする（無解答率減少のため） 
・豊かな心を育むための道徳研究を進める 
・研究授業や各種研修を通して、児童の聞く力や集中力を高める教員の授業力向上を図る 
・学校だよりや中津っ子だよりなどで学校の取組みを発信し家庭の教育力を向上させる 
・学習環境の整備から集中できる環境づくりをめざす（黒板周りの掲示物を隠すなど） 
・学習サポーターなどの人的配置の継続 
・毎日プリントの取組み実施 
・作文作りや振り返りの記入を毎日行い、文章を書く力を伸ばす指導の拡充 
・朝の読み聞かせや図書委員の読み聞かせ活動の実施 
・学級内で児童が理解できたことを教え合う取組み（高位層が低位層に教える活動） 
・ノートにまとめた意見等を学級で紹介し評価し合う 
・板書を視写する以外の自由度の高いノート作りに取り組む 
・国語的、数学的、科学的言語の定着を図る掲示物の作成と活用 
・低位層の子どもにあった家庭学習の方法（復習や短期間での繰り返し練習）を提案し、家庭の協力を求め、学力を向上させる 
・府教育センターの学習コンテンツを活用する 
・タブレットを活用し、個に応じた学習量で復習等に取り組ませる 
・記述式問題や理由を説明する文章問題などを意識的に取り入れる 
・聞いたり読んだりした内容についての自分の意見をまとめる機会を多くする 



2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0
9.0

10.0
ゆめ力

自分力

元気力
つなが

り力

学び力

学校

目標値

○●子どもたちに育みたい力●○ 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 つの力  

全国平均との比較 

5 つの力 

目標値の比較 

分析 

＜ゆめ力＞ 
・目標値を大きく上回り、良好である。 
・将来の夢や目標を持っていると肯定的に言える子どもが少ない。 
・物事を最後までやり遂げたり、難しいことでも失敗を恐れず挑戦している子どもが多い。 
 

＜自分力＞ 
・目標値を大きく上回り、良好である。 
・子どもは自分に良いところがあるととらえている。 
・いじめはいけない、役に立つ人間になりたい、と考えている子どもが多い。 
 

＜つながり力＞ 
・目標値を大きく上回り、良好である。 
・友だちのことが好きな様子から、つながり力が高いことがわかる。 
・みんなで協力でき、困っている子は助けることができる。友達との約束も守っている。 
 

＜学び力＞ 
  ・目標値に近い。 

・読書好きな子どもや、計画を立てて学習するという姿勢のある子どもが少ない。 
・好きな授業が無い子どもが一定数いるのは課題である。 

 

＜元気力＞ 

・目標値より高いが、全国平均よりは低い。 

・基本的な生活習慣が作り上げられていない傾向にある。（特に、早寝早起き、朝食を摂ること） 

・『子どもたちに育みたい力』の中で、同じ時刻に起きる項目が一番低い。 

ゆめ力 

つながり力 

学び力 

元気力 

自分力 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組み 

＜ゆめ力＞ 
・今後も出前授業や外部人材を活用するとともに、日常のきめ細かで丁寧な取組みを続けていく 

・習熟度別少人数授業を導入していることが、きめ細やかな学習指導と支援につながっている 

・国語力を高める授業の展開と、言語活動の質の向上を図る取組みの工夫と実施 

（学級や学年・学校全体の掲示板等に、国語力を高めるような掲示や、詩等の紹介をする） 

・算数、国語学習の有用性を知らせ、学習を前向きにとらえる事の大切さに気付かせる 

・将来への展望を持てるようキャリア教育の充実を図る 

 ・保護者やスポーツ選手など、子どもの関心が高い人を招聘し、仕事の話を聴く機会を多く持つ 
 
＜自分力＞ 
・基本的な生活習慣を身に付けるため、家庭との丁寧な連携を行う 

・学校だよりや中津っ子だよりで基本的な生活習慣の啓発をすすめる 

・説話だけではなく、心に響くような指導（読み物資料や人権学習内容）を通して、心を育てる 

・きまりを守ることの大切さについて、学校教育全般を通して丁寧な指導を行う 

・学級懇談会等で、保護者に児童の実態を伝え、家庭が学校とともに子どもを育てるという意識の 

共通化を図る 

・いじめ防止の徹底を図るとともに、自分も他者も尊重する取組みを進める 

・自分を振り返る取組みを設定する。（月目標の振り返りや課題に応じた取組み） 

・保護者にも、決まりを守ることの大切さを啓発し、協力して進める 

 
＜つながり力＞ 
・地域の人とつながることの大切さを児童が学ぶために、地域人材ゲストティチャーの活用や地域行事に

積極的に参加するよう学校として支援していく 

・友達の話を学級の中でしっかり受け止めて聞くことができる、学級集団づくりをさらに進める 

・学習（総合等）を通して、人の役に立つことの素晴らしさを感じられるようにしていく 

・グループ活動や、学級活動を通して、友達の話をしっかり聞き、ともに考えて取り組む態度を育てる 

・お互いのよさが違いを認め合える仲間づくり、一人ひとりが自信を持てる場づくり、信頼しあえる学

級づくりを大切にした日常の取組みを続けていく 

＜学び力＞ 
・意欲的に学ぶ力を高め、「できた」「わかった」と実感できる授業の充実をすすめていく 

・保護者と連携し、家庭学習を進める 

・読書時間の確保に努めるとともに、図書館支援員を活用し、本に親しむ取組みを積極的にすすめる 

・『ひろば読み』の取組みを、毎年実施する 

・全学年での読み聞かせの取組みを今後も進めていく 

 ・家庭学習の手引きの活用 
 
＜元気力＞ 
 ・生活習慣や運動習慣の大切さを学級指導や家庭科学習で伝えていく 
 ・保健だよりや給食だよりで生活習慣の意識付けや家庭への啓発を行う 
 ・学校医と連携し生活習慣の向上の取組みを進める 
 ・食育の推進 
 ・薬物乱用防止教室の開催 
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男子（小５） 女子（小５） 

 

取組み 
・鉄棒や登り棒などの握る運動を取り入れる 
・ソフトボール等ボールを投げる機会を設け、投げ方の指導をする 
・体育の授業の初めに茨木っ子運動や基本的運動を継続的に取り入れる 
・「運動する楽しさを味わう事ができる授業」をめざし、系統立てられたカリキュラムを作成する 
・校内マラソン大会の実施や、発達段階に応じたマラソンカードの活用など、目標をもった持久力を高める活動を進める 
・教材や教具などの充実を図る 
・縄跳びジャンピングボードの作成、修繕などを行う 
・小中連携を通して、中学生による陸上競技指導を実施する 
・体力テストを４・５・６年で実施し自己診断を行うとともに結果を分析し、体育の授業力向上を図る 
・学級活動や委員会活動等で外遊びを奨励し、企画、実施する 
・外部講師を招聘し、出前授業を行う 
・子どもの実態を把握し、伸びを感じられるような指導を増やす 
・体育の授業でのペアストレッチを取り入れる 

・体力向上のため、運動場にラダーを４セット埋め込み活用する 

分析 
・男女とも立ち幅跳びの数値が高い。 

・男子は持久力（２０ｍシャトルラン）が高い。 

・男女とも、握力が低い。 

・全体的に全国より運動能力は低い傾向にある。 

（２）全国体力・運動能力、生活習慣調査 

■好き  ■やや好き   ■ややきらい  ■きらい 


